
ココから始める大学改革

　グランドデザイン（答申）の内容をふまえると“人材育成”と“地域
貢献”における機能強化が、大学の持続可能性を高めるキーと
なっています。このうち後者の地域連携は、国の最重要課題であ
る「地方創生」にとって要となるものです。もとより、多くの地方大
学がその地域で生き残るためには、地元から支持されることが不
可欠です。
　しかしこれまで大学は、地域からすると「どこに相談してよいかわ
からない」「どんな資源があるのか、何ができるのかわからない」存
在だったとの声を聞くことがあります。そもそも地域という狭い世界
の中で、課題を解決する側、される側として向き合うこと自体に無
理があるのかもしれません。その意味で地域と本気で向き合うに
は、まず自学が地域からどのような存在と見られているかを確認す
ることが出発点となります。

　下の図表に「これから」の連携の形をまとめました。今後は、大

学も地域の一構成員として、地域の課題解決の当事者となる連
携が求められるのではないでしょうか。つまり、お互いの関係性をよ
くするためだけの連携から、地域のめざす将来像に向かって各ス
テークホルダーが共に資源を持ち寄り取り組む連携へと変える必
要があるのです。
　高校でも2019年度から「地域との協働による高等学校教育改
革推進事業」がスタートするなど、地域との協働による改革が進め
られています。このように地域連携は、地元高校との関係を強化す
る取り組みでもあるのです。

　地域連携を進めるにあたり、取り組むべき課題は３つあります。
　まずは「地域の将来像」です。未来のコンセプトをつくり上げるに
は、対話を行う場所と、コンセプトワークをリードする人が必要になり
ます。対話に適した施設を有する大学、社会科学系に強みを持つ
大学などが、この活動をリードすることが期待されます。
　次に、「地域の活性化」です。これは町に“にぎわい”を取り戻す
活動です。地元就職者の割合が高い大学は、活動そのものがキャ
リア教育にもなるため、積極的に取り組みたい課題です。

　最後は、「地域イノベーション」です。
これは、地域に産業を興し、イノベーショ
ンに挑戦する企業や人材を育成する取
り組みです。理工系に強みを持つ大学
だけでなく、人材育成や社会実装では
人文社会系の教育研究成果が大いに
求められます。いずれにせよ、各大学が
それぞれの強みを生かすことが大切で
す。
　さて、今の時代、地域の課題といえど
も、グローバル化の波を無視することは
できません。よって、“世界の中の地域”
という視点も重要です。「開かれた連
携」が地域と大学の持続可能性を高め
ると言っても過言ではないでしょう。
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〈講演活動〉
大学基準協会主催短期大学シンポジウ
ム、千葉県大学・短期大学入試広報連
絡会、九州地区私立大学入試・広報連
絡協議会ほか、各大学・高校向けの入試
改革、大学改革についての講演多数。

「めざす将来像」「みんなが当事者」が、これからの地域連携のポイント
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互いに資源を持ち寄る
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“めざす将来像”に向かってみんなが“当事者”として、
資源を“持ち寄り”、課題解決にあたる。


